
天 界
第蕊一號 （第九巻） 昭和四年八月

一
スマトラの日食観測の略報告

　　　　　　　　　理學博士山本一清

　　　　　　　　　　　　　出護と柱航

　我が京都大學の観測除が去る五月9日の皆銑日食をマス5ラ島アチエ州

で行うやうになった事情は，既に詳しく本誌第97號に記した通りである．

自分等はあの記事に書いた豫定日表の通り，去る三月24日，紳戸港出帆の

大阪商船「タコマ丸」に乗った．其の朝8時57分，京都騨を立つナこ時には

新城総長を始め大回の各位や大勢の方々の見途りを受けた．一行は、上島中

村稻新葉三君ご英子E自分の五人である．

　芦屋から有志宮澤君が加はつて，同行6人ξなり，10時45分に三宮騨着，

オリエンタル・ネテルで少憩．午餐の後，午後1時にランチで「タコマ丸」

に乗り込む．此所でも三途って下さった方々は多かった．

　藩は午後2時出帆，穏iやかな美景の内海を進む．翌日午後2時門司寄港

ε同峙に，下關へ上陸．恵繧，廣津，河村，林諸氏に迎へられ，午後7時

牛から梅光一画院で講演會．中村上島雨君ミ自分Sが交々日食の話をしfa．

同夜は河村氏邸に宿泊．（稻葉，宮澤爾氏は廣津氏宅へ）

　i翌26日正午門司出帆の豫定で船に蹄つたが，天氣が悪くて碇泊を綾け，

漸く27日午後11時になって出帆，いよいよ日本を離れる，：玄海灘はしけの

後の浪が高くて，船も多少擁れたけれさ，それも夕刻から静まって，其の

後は毎日毎夜誠に穗iやかな航海であっナこ．

　四月1日未明，香港寄港．聾友井上丁丁吉田諸君に迎へられ，市街やピ
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1クの諸所を案内された．夜は日本入教會で日食の講演，翌2日午後2時

香港出帆．それかちも航海は至極李穏．

　四月8日朝シンガボアに寄港．こNでは野村商會の人々に迎へられ，下

船して市街の内外をドライヴし，夕刻にはカトン濱での晩餐會に招かれ，

其の後自分は日本入射會で日食講演．翌9日午後4時出帆，

　シンガポアを出て，マラカ海挾を行く船の中も極めて穏やかであった、．

11日朝早く，船はいよいよベラワン港に着．直ちにオランダ政府代表ξし

てクノ1ルS．」，Knol氏の訪問を受け，同氏の斡旋で器械類や諸荷物は

全く無検査で通算の特典を得た．それから野村農園の代表者土田頼孝氏の

案内でメダン市のホテル・ダ・ブ1アに入り，2日間滞在．四月13日，農園

から差しまはされナこ三皇の自動車に分乗して200キロの道を突破．午後4

時申，目的地カラン。dヌ1農園に到着した．

　　　　　　　　　　　　観測準備の罵週間Ei

　カランAヌ農園は・ペルラ　Peureula河に沼‘つナこ廣大な油椰子園で，デト

マルス∫．M．　Van　Ditmars氏を支配人Σし，約十人の日本人が凡そ900

人の苦力たちを使役してゐられる．支配人を始め此の農園の人々は，野村

園主の意をくみ，叉，學術研究に深い理解ε同情εを持ってるられ，從っ

て吾々の到着を心から漱迎せられ，叉，襯測上のあらゆる便宜を圖られf．

誠に感謝の至りである，農園の人々の厚意により，中村上島爾君E自分等

爾入xSは支配人の邸宅に宿泊し，稲喪宮澤南君は農園事務所の隣りの土田

亭号に宿泊するこεXなつナこ．

　農園に着いナこ日の翌14日午前巾，附近の地勢を一通り覗察した上，吾々

の観測鮎εしては支酉L砲弾の裏に當る丘の上を選定し，15日から地ならし，

17日からいよいよ器械礪へ付けのセメント作業に取りかNっk，暑さは極

めて暑い．毎日幾度シャツを取り代へるか知れない．しかし，希望に満ち

つx仕事は捗る．ジヤバ人の苦力卒均io人，支那人の大工5人が書閲は働

らき綾け，ヂトマルス支配人や農園の諸氏も交る交る現場へ來て手機って

下さる、

　器械据え付け作業が進行申，四月19日の夜から自分は経緯儀で毎夜此の
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観測黙の経緯度測定をやつナこ．上島稻葉爾君も後には語れを加勢した。上

島君の居室に無線電話器を備へて，フィリピン島のカギテ局から放心され

るグリニチ標準時刻を受け，之れミ實測Eを比較して，纏度を決定するの

である。四月十九日から五月一日まで10夜の天台齪測の結果は

　　　　　擁・、東律｛9器郵撒・圭91縣

　　　　　機船：　　　斗ヒ緯・　　40　　45’　　312　　　　 ±＝0・”5

（そして，此の槻測鮎の海抜高度は約42メ1トルである）．此等の結果を，

殊に経度を此の程度にまで詳細に決定するこεが出來ナこのは實は自分も豫

回しなかった所であって，之れは全く近年の無線電信術の嚢達進歩の賜で

ある．此の測定撒値は蕾に此の日食時刻を算出するのに役立つばかりでな

く，爾領インド方面の地形の測：量測地のために一つの基準Σして用ゐられ

るだらうミ思ふ，

　稻葉君Σ自分εは上記の経緯度を基礎ξして，此の地鮎に於ける今回の

El食の時刻を計算しナこ。其の結果は下の通りである．

　日食相

グリニチ時刻

スマトラ標準時

地　方　時

ジヤグ時≡亥ij

　位置角（北極より）

方位角（項〔鮎より）

　観測のプログラムは

（1）時計係り。　　乾，齋藤女親婚當．

　ら，

　が8センチ望遠鏡で油けて行く太陽を見てみて，

　ら始める．

（2）　第一コロナグラフ

　を用ひた長大なもの．

第一鰐（初心）　第二鰯（皆既）　第還鯛（生光）

時分秒　　時分秒　　時分秒
4　55　44．8　6　25　51．0　6　30　5，　1．6

11　35　44，8　1　5　5LO　I　IO　51．6

11　26　54．6　12　57　O．8　1　2　1．4

10．　15　44．8　1　s15　51・O　1　50　51．6

砦既時間　Duration　of　Totality：5分0・6秒

　　233e　9，　65055，　2240　5t

　　20？，　23　117　35，　278　7

第四鰐（復圓）

時分秒
7　59　19S

2　39　19．S

23029層6

3　19　19S

59013，

135　25

　　　　　　　　　　　　　　　　ナルダンの標準時計を眺めなが

日食皆既の始めから終りまでを苺階高聲に撒へる．藪へ始めは自分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘‘go”ξ相回する時か

　　口径ユ0センチ，玉桂占距離970センチの中村玉

光りは英國クラブ製の新しい30センチロ径のシー
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ロスタトより受く．中村二君之れを澹當し，次の豫定表によって合計12

枚の爲眞を撮る．

番號 曝露時刻

1
2
3
4

第0秒から第5秒まで

　15　35
　45　47
　57　65

露出時間 乾板の種類

5秒間

20

2

8

Marion　Recoid

Gevaer亡Specia1　Rapid

Ilford　Special　Rapid

　｝）　e！　et
5 75　　　　　79 4 Cramer　Hispeed

6 89　　　　105 16 IlfQrd　Special　Rapid

7 115　　　　175 60 Eastman　Universa1

8 185　　　　186 1 Gevaert　Special　Rapid

9 196　　　　200 4 1｝fQrd　Special　Rapid

10 210　　　　240 30
，，　　　　　　　　，，　　　　　　　　，，

11 250　　　　260 10 Gevaer亡Special　Rapid

12 270　　　　295 25 Eastmall　Universal

（3）第ニコvナグラフ　　ロ径8センチ，焦黒占距離370センチの中村玉

　を用ゐ，光りは30センチのシ1ロスタbから受ける，下葉下之れを憺當

　し，次の表の通り合計7枚の爲眞を撮る．

番　號 曝露時刻 露出時間
@　　　　［

爲眞乾性
ヨ
睾

1 第。秒から第0．5秒まで o・5秒 撫㎞　　1
2 15　　　　　35 20 Ilf。rd　Special　Rapid

3 50　　　　　51 1 Eastman　Universal

4 66　　　　68 2 Gevaert　Specia1

5 83　　　　203 120 Gevaert　Spec1al　Rapid

6 215　　　　225 10 Ilf・・d　Speci・l　R・ウid

7 235　　　　295 60 Eastmall　Universa1



スマトラの日食襯測報昏　（山本一清） 397

　稻葉君は此の外に，皆既時刻以前に，次ぎの如く部分食の峡江を3枚此

　の器械で撮っナこ．

　　　　　第1枚　　　曝露時刻　　　午前12時15分9秒

　　　　　第2枚　　　　　　〃　　　　　午後12時42分30秒

　　　　　第3枚　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　午後1時24分10秒

（4）小形コロナカメラ。　　ハイデ及び西村製10センチ赤道儀の筒に口

　径5センチ焦鮎20センチの小形カメラを取り付け，コロナの外延を撮影

　する目的で，次の如き豫定表により，合計4枚の爲眞を撮影．英子澹當・

番麟

1
2
3
4

曝露時刻

第67秒から第117秒まで

150　200
220　230
24　，5　255

露出時間

50秒

置ro

10

10

爲眞乾板（手札形）

皿ford　］E）rocess

Ilford　Special　Rapid

Eastman　Universal

皿ford　Panchromatic

（5）　小形固定カメラ　　ロ径5センチ焦鮎20センチのカメラを地上に固

　定し，次の豫定表によって適當な時刻に露出するこSXし，濱上氏憺當

　す．

番　號

1
2
3
4
》
り
6

曝露時刻

第5秒から第6秒まで

　50　52
100　103

150　154

200　205

250　256

露出時間

1秒

2

3

4

5

6

爲眞乾板

　Ilford　Special　Rapid

　工lford　Process

　Gevaer亡Special　Rapid

　Ilford　Auto趾er

　Ilford　Panchromatic

Gevaert　Super　Ortho　Sensitive

（6）鋤物プリズム分光爲眞　　上島君の考案によの高さ8センチのプリ

　ズムー一個を用みた分光爲眞器である．之れを用ひて，上島氏は次の如く

合計5枚の窮眞を撮る．第3番の吐逆はコロナのスペクトルのナこめ，他
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あ、椥、。ラ。。．．ぺ。、ル。）目的であ、。光り諭の、。セン義。一ロ

納トより・

番號

1

2

3

．
4

5

曝露時刻．

第一40秒

　T35

　－30

　－25

　．20

第一9秒から第一8秒まで

　一一6　一5

　－3　p2
　　0　　　　　　　1

　　3　　　　　　4

第掬から第・・秒まで

磐s　　206

205　220
22・O　230

230　260
第296秒から第297秒まで

　299　300

　3e2　303

　305　306

　30S　309
第320秒

目320r

　330

　335

　340

露塑

2
2
2
2
2

0
0
0
0
0
1
1
1

　
　
0
0
5
0
0
1
1
1
1
1

1
1
ρ
0
り
μ
I
1
0
0

　
　
　
1

2
2
2
2
2

0
0
0
0
0

爲軌範板．

Ilford　Special’ @Rapid

g

　Ilford　Panch工omatic

I　Ilford　Panchromatic

N
，

．1＿油
j
N
．
i

｛＿騨剛

」
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（7）　コロナ分光窯眞　　上島氏の考案により高さ8センチのプリズムを

　用みた細隙分光器であって，光はザルトリウス製の15センチeシデロス

　タトより受く．曝露は次ぎの通り，操作は宮澤二丁當．

番　號

－
謁
2

曝露時刻

第5秒から第205秒まで

215　295

露出時間

200秒

80

K板の種類

工lford　Panchromatic

Ilford　Special　Rapid

（8）　フラシユ分光窮眞　　自分の考察で，高さ8センチの封物プリズム

　を持つ分光爲眞器に，固定しt　15センチ李面鏡からの光りを受け，皆既

　の始めミ終りεの紅焔をフラッシュに牧める，操作は赤木氏謄當、曝露

　は次の通り．

門門

1
2

曝露時刻

第0秒から第5秒まで

295　　生光

露出時間

5秒

腐眞乾板（手門形）

Panchromatie（裏塗，）

Ilford　Special　Rapld

（9）　アインシタイン・カメラ　ブラシア製の口径25センチ反射鏡である．

　之れの主要焦馳に爲眞乾板を装置し，日食皆既中，太腸附近の恒星叉は

　月を撮影し，次で二丁の同じ乾板に別の比較星を撮影する．下れは自分

　が二二し，次の如く露出操f乍す．

番號

li

2

ら
0

曝露時刻 露出時間

第　5秒から第10秒まで｛
　25・・…　一・・一一30

第50………第う5｛
　70・・一・・…　　75

第100　　　一一｛
　115・一・・・・…　120

5秒

」r

5

5

0．5

5

目　的

難｝

歪半

月繭

回国乾版（手札形）

Ilford　Special　Rapid

：）　1：　lt

1］ford　Process
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4

5

6

第140　　　一｛
　155．．．．鱒．鴨　165

第190・。。・・・…　　195

｛
　210・一”．・．．　215

第235一・・．・・。・　240

｛
　255一・一・．・”　26e

O．5

10

0r

5

5

5

r呈較星｝「

盃糊

難｝

Ilford　Process

Eas亡man　Universal

！7

　比較星野t一しては太陽より約8。南方の天の星を撮つナこ．

　上記の如く，観測者各自のプロゲラムは誠に切りつめた時問割であって

眞に一秒の蝕裕も無い有様である．だから之れについては，いよいよの日

食の場合に決して狼狽をしナこり，調子を外したり，叉，其れによって他入

の仕事の妨害をしないやうに注意するこxSは勿論であるし，のみならす，

飽くまでも落ち付いて，冷静に，沈着に操作しなければならないのである

から，五月に入ってからは各自が別々に操作の練習し，叉，五月七日から

は，総ての観測者が同時に立って，協同的の練習をしテこ．「

　　　　　　　　　　　　天　氣　の　心　配

　天艦観測の場合に最も心配なのは，何ε言っても，天氣の事である．殊

に日食：の場合には，大切な時間が極めて短かいのであるから，此の時間が

晴れるか曇るかEいふ事は實に心配の種である．吾が一行が此のカラン・

イヌ1農園に着くや否や，直ぐ宮澤君に依囑して滞在中の毎日毎夜，規則

正しい氣象観測を始めナこ．毎日3回忌っ，氣温や氣塵，風雨，雲等の状

況を記録し，殊に毎日午後一時前後，EPち皆既日食の行はれる時刻の天氣

駄況に注意を怠らなかつナこ．

　天氣は，四月中旬から下旬の始め頃，可なり好く，書も夜も室は晴れか

多かつk．しかるに四月二十五日に始めて大雨があって，其の後は駿雨が

度々やつて遜るし，又，雲の往來も繁くなつナこ．人々は『小雨期に入った

のらしい』なさε不翼壁な事を言ふのを聞いた．燧に五月に入ってからは

書も夜も厚い雲のtcめ晴天が少しも見えない日が殆んき毎日の例であっナこ・

日食の日が迫るにつれ，天が甘々悪くなるやうにさへ思はれナこので，多く
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の人々は可なり氣をもんだ．

　εころが，「いよいよ明口が日食だ！」E言ふ五月八日の日，此の日も午

前中は濃厚な曇り室であっナこが，引飯三時頃から，天の一方に僅かに見え

㊧雲の切れ目の青室が，時刻の経つミ共に大きさを離し，日章の少し前の

頃には實に晴れ晴れしい室になったので，人も填れも大喜こび．明くる日

の幸先きを祝ひつ，最後の観測練習やら，器械の調節なεをやつfe，夜も

珍らしく多くの田々が見えナこので，時刻の決定観則も見事に行ればナこ．

　　　　　　　　　　　　「五月翫日」！1

　いよ騒々行ちに待つた日食の五月九日，此の日は皆が早く起きた，そし

て，皆が残らず室を見ナこ．見た時には可なりの雲が塞一面にはびこってる

たけれさ，何ミなく晴れる望みのありさうな景色を感じk．果して，午前

九時頃から，北の低い室の雲が移動を始めて，刻一刻，天頂附近に青天が

迫って來た．観測員一同は此の日，朝食後，直ちに観測服に着換へて，甲

斐々々しく，叉，威勢よく，観測鮎に集って行った．支配人の宅から椅子

や机が運ばれ，園の人々の御宅からは握り飯な魯の，日本式御辮當が蓮ば

れる．丘の頂上，最も高い所には紙で作られた「日の丸」の大旗が掲げられ

た，正に駈れ開戦旗である．

　時刻は迫って，確定の如く，午前十一・時三十五分過ぎに部分食が始まっ

た，此の時，天は見事に晴れて，殊に太陽の周園は殆ん魯一・黒占の雲門も無

巡った。観測員一同はそれぞれ大小の望遠鏡の下に集って，こNに導け始

めた太陽の嚴齋な姿に見入つた．

　正午十二時頃，一同は農園有志の方々から贈られた口本食（握り飯）の御

駕當を食べk．其の項から天の雲が叉童心がり出しk．そして天頂に近い

太陽に迫って鴨る．之れを見ナこ一同は大いに心配を始めたが，しかし只「あ

れよあれよ！」ミ見てみるより外に，何ざも仕方が無い．見るε，スマ5う

の例に似合はす，雲の足が速い．そして可なり切れ切れである，故に，若

しかしたら太陽は雲の間に顔を出すかも知れないこ思ふけれさ，決して安

心は出來ない．大判に於いて，全天室の，北∠｝≧は雲，南孚は晴れ，そして

其の雲の端の所に太陽が存在するこいふ有様である．
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　十二時四一卜分乃至五十分頃，頭上を仰ぐミ三ケ月のやうに細くなった太

陽が雲の間から見えがくれしてみる．入々は，「晴れの見込みがある」ε叫

ぶ者，「全く望み無し」ε悲しむ者，交々聲高く暫くは議論し合ったが，午

後一一時に二三分前にもなつナこので，何れも：不安のまXで，兎に角，豫定の

持ち場持ち場に思いナこ．さて，皆既の時刻の正に五分前εいふ時，叉も

や室を仰いで雲の付子を伺ふこ，太陽附近は盆々雲が濃くなるばかり，從

ってes’E議員一同の顔は可なり悲痛な表情が表はれてるナこ．此の時，實を言

へば自分も亦可なり悲付した一人であった・しかし命脈ひ返して見るに，．

「・今は實に最後の大切な時である．天氣を左右する事は入のカで不可能εす

るも，ミにかくも，此の期に及んでは只々連命を天に委すより外に致し方

も無い．只，人間の立場から出來るだけの事をしやう！！」εいふ心が感じ

られたので，自分は思ひ切って，大聾に，一同に向って，

『ナこミひ曇っても，豫定のプログラムの通りやるべし！！」

ミ言ひ渡した。回れは實は悲鳴を翠けたのである．一さて時計を見るに

時刻は盆々迫ってみるので，午後一時三分五十秒の時，自分は

『今，二分前！』

こいふ號令を下した．皆，緊張したまΣ器械の側に立ってるる．次に自分

はfi寺計を見つx

『一分前！、」

ミ叫んだ．もはや室を仰いで雲の往來を伺ふ暇も無い，只，自分は役目か

ら，8センチ屈折機の接眼部に眼をあてx，刻々に細りゆく太陽を見つF

あった．若し室が完全に晴れてみるのならば，自分の此の役目は濃厚な色

ガラス無しには出來ない仕事である．ミころが，此の時は，此の色ガラス

をも使はす，天頂に近い太陽を，8センチのレンズを通して塑に見てみ

て，少しも眩しく感じない，一當時雲が如何に濃厚であったか知れる次

第で，自分も心中實に氣味悪かった．

　もはや皆既に十秒前ぐらゐε思はれ九ので，自分は一同へ

　『用意！1』

εいふ號令を下しナこ．そして，眺めてみるうちに，月の背後に，極端1二継
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　くなった太陽が，次第に金線の如くなり，次ぎに其れが月面の由岳のため

　に切れて，遂に其れが，例の有名な「ベイリ粒」＞Sなり，そして次ぎの瞬間

　に太陽は全く類えて了つた．一S，同時に自分は

　rGo　！一

　εいふ最後の號令を下しtこ．そして，直：ぐ，時計係りのOI，02，03………

　ε「秒」を数へる聲が聞え始め，叉，各観測員の操作が始まった．

　　其の後は皆が夢中に働らいナこ．自分も6枚の早上を撮るのに夢中になっ

てみたが，豫定の如く，第260秒の時，自分の爲眞操作が終っナこものだか

　ら，直ぐ，5センチのプアィンダ！望遠鏡を覗き込んで太陽を観た．一す

　るE，驚くべきこEには，雲が晴れて，皆既食の太陽が，書のやうに美し

　く，叉，牡嚴に天下に輝やいてるるでは無いか！！　自分には喜びの心が胸

に込み上げて來tこ．しかし「今が肝腎だ！」ε胸を学べて心を制し，コロナ

やプロミネンスの美観に見入つたまN，時の過ぎるのを待つk．する＞S，

時計係の聲が第298秒を撒へてるる頃に，月の西邊から一道の尖光がサツ

こ輝やき嵩して，こXに皆現愈が終りを告げるこミXなった。垂れを見る

や否や，自分は叉，

　i　Gone　！1・　S

　Eいふ號令を下した．彫れは食が濟んだこεを報ずるミ共に，赤木氏への

合圏をしたのであった。

　始めからの申し合はせにより，時計係りは第350秒まで時刻を藪ヘナこ．

之れは上島君の操作を助けるナこめであっナこ．一此の全部が終るや否や，観

測員一同はそれぞれの持ち場から，傍らの茶飲み揚に集って來ナこ．「雲は

晴れて了つナこ！観測の写る部分は確かに成功してみる！　現に美しいコ

ロナやプロミネンスの姿を，眼にも見たちやないか！！」ξ，自らを顧みて

嬉しさに堪へす，思はす拍手をしナこ．するξ他の入々も之れに和し，俄か

に其の場所は撒喜の舞壼に攣じた．「萬歳を叫ばう！」ε誰かX“言ひ湿した

ので，自分が圭発して，眞に肺脇から出る『萬歳！。1を三度高らかに唱ヘナこ．

一支配人の邸宅からも主入夫妻を始め，総ての入が丘に馳け上って來て

「御目出度う！」を言ひ交す．
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　此の騒ぎのうちに，室模様は再び悪くなって，二時頃からは太陽が全く

見えす，食の最後の復圓はコ土三十九分にあった筈であるが，其れは全く

観測不能であった．一しかし最早や其んな事はさうでも好い．一通り，

思ふ存分に凱歌を如けナこ後，午後三時頃から諸器械の取り外し，取り片付

けにかXつた．夕刻には其の大孚を終った．

　　　　　　　　　　　　爲眞乾板の現像と祓績

　日が暮れて，タイムの観測ミ，晩餐ミを終るε，吾々は急造しナこ「i昔室に

於いて爲眞板の現像に取りかXつた，回れは可なり大事業である．實際，

悟れは叢間の操作に劣らない程の重大事業である．デイトマルス支配人の

厚意により，今夜は全夜，工場の嚢電ダイナモを重字し綾け，家の中は各

室皆明るく，爾ほ馬面庫には10キロの氷が準備せられ，食堂には二個の大

型電話扇を動かして，乾板を乾かすこミsした．総計47枚の爲画板，中村

君が先づ第ニコロナグラブの七枚の窮命を現像し始めナこ．

　稻葉君の撮つナこ第ニコロナグラフの爲眞は實に見事なものであった．殊

に第5，第6，第7の三枚には美しい日蝕の姿が叢のやうに現はれてるる．次

いで中村君は自己の撮った第一コVナグラフ爲眞一ダスの現像に移った．

流石に之れは亦第ニコロナグラフ以上の成績である．但し之れも，やはり，

最：前の第10，第11，第工2の三枚が良い．之れに引きかへ第3，第4，第5，

第6，の四枚には何の痕跡も見えない．中村君は最後に固定カメラの6枚の

原板を現像した，縛れも，小形の割合に可なりうまくコロナが出てみる．

太陽像が多少中心かち外れナこ嫌ひはあるが，幸ひにも焦黒占は殆んさ正しいド

像の良いのは第5，第6，の二枚である．

　夜皐から，上島君は自己の撮つt：　5枚のスペクトル板ε，宮澤君のコrr

ナ・スペクトル板εを現像した．Sころが残念にもコロナのスペクトルは

何物も現はれてるない事がわかり，又，比物プリズムに依るコUナのスペ

クトルも亦殆んさ祠の印象も留めてみないこεが知れ，多少の失望が爾君

の面上にあった．同じ畠物プリズムで撮っナこ紅眉のブラシ・スペクトル祝

融は第2枚の第3心慮以後E，第4枚の第4曝爲以前ミにプロミネンスの

輝線スペクトルが現はれてるる．しかし器械の振動が甚だしく叉ゴ焦黙が
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多少外れてみるらしいので，残念ながら此の爲眞は良い牧獲εは言へない．

　午前三時頃から交代して，自分は先づ自己の撮つkアインシタiン爲眞

板を6枚現像した．皆何れも可なりの成綾であって，殊に反射鏡の集光力

が強大なためか，6枚の慕眞全部にコnナは良く現はれてるる．勿論，目

的の恒星が幾何撮られてあるかは，簡軍には判じ難い．之れは京都大學へ

蹄ってから，盆画鏡にかけて見なければ一切不明である．

　次に自分は英子の撮ったコロナ爲眞4枚ミ，赤木氏の撮った2枚のブラシ

分光爲眞を現像しナこ．コロナは皆無難である．多少氣遣はれナこブラシ・ス

ペクトルも案外美事な出來ばえであるのに，晦れながら微笑を禁じ得なか

った．一1二島宮澤雨君のスペクトル観測の成績が芳んばしく無かったのに比

べて，此の歩軍な分光爲眞の此の成績は大いに推資するに足るこ言へやう．

　之れを要するに，総計47枚の爲眞のうち二種類のスペクトル爲眞を除い

ナこ他の殆んさ皆が何等かの日食群像を乾板上に印し，中にも大小約二十枚

の優秀な爲奨は可なり誇らしい成績晶εして，人に見せても恥かしからぬ

ものご思はれる．一此等の耳翼の成績で見るミ，日食皆野五分間の天氣

は，始め二分間ばかり可なり濃厚な雲があっナこのに封し，其の後は急に雲

が淡らぎ，殊に皆既の終りの頃は非常に見事な晴天であったらしい．

　　　　　　　　　　日食鴇眞より見たる太陽の現状

　吾々の獲ナこ大小幾多の日食理財を一通り検査して見て，先づ與へられる

太陽の近ナ伏に降する消息は，言ふまでもなくコロナミ紅玉ミに卜するもの

である。天華暦に早るミ，日食の此の日，太陽の自地軸は

　　　　　　北極が　　　　西へ　　　　22，。6…………：P

　　　　　　太陽面の申心の緯度が爾へ　　　3．3…………B。

　　　　　　中央子午線の経度が　　　　　2s．2…………L。

此等の蜘直を考へつN日食の順順を見る：三，コロナは

太陽北極からの位置角　　50。85．1050133e　2100260。295031So

の邊に著しい凸出をなしてみるが，其の他の場所には可なり光りの弱い部

分があって，殊に太陽の南北爾極では短かくデリケートな流線が見えて

みるに止まる」故に此のコロナは寧ろ太陽黒塗活動の中期を表はすものξ
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見られる．爾ほ，コロナの内部の復雑な構造が大型コUナグラフには良く

表はれてるるが，特に太陽の西園には二つ三つ大形のアーチが明らかに見

えてみるのが面白い．

　紅焔は一般に可なり見事なものが多かった．其の撒多く並列してみろ鮎

に於いて，西面は著しくあっナこが，しかし東面にも紅紹は多少見えてみた

ばかりでなく，位置角108．から12soにわたって，そこに稀な大きさの大

紅眉が活躍してみる有檬が絡ての玉虫に著しい．此の大紅焔の高さ約18萬

キロ幅は30萬キロを越え，全艦の形が獅子の姿に似てみる．そして此の「獅

子紅眉」の形メ伏は皆既食の始めから終めまで僅か五分時間の間にも著しい

憂化を見せてみる．

　此の項の詳細は，爲眞板の綿密な研究が出來てから，改めて本誌に記す

るこεεする．

　　　　　　　　　　　　跡片附けと麟國

　襯測器械の跡片づけや荷作りは五月九日の午後から同十三日の午前中ま

での間に四人の人々によって行はれ，此の人々は十三日に農園を出登．十

六日ベラワン港出帆のK：PM肚Op　ten　NoOrt號1こ乗り，シンガポァ港で

御馴染のタコマ丸に乗り換へ，六月二日に神戸着で編られた．観測器械は

スマトラ東岸のランサ港から積み出し，六月二日シンガポア出帆の大阪商

翻ボルネオ丸に積み換へて，同月末に神戸着．京都大學へは七月十日過ぎ

に到着しナこ．

　自分は英子ε共に，五月十日農園を出獲，デトマルス氏夫妻に迭られて

メダンに一泊後，KPM杜が特に日食齪測の天文家のtめに仕立てナこVan

Waerwijkに乗って，ジヤバ島に直行．十五日朝早くバタビアに着いナこ。翌

十六日からバタビヤミバンドンミで第四回春李洋顧命壷折が開かれたが之

れは五月二十五日に終り，其の後十日間はジヤバ各地の見學硯察旋行をし，

遽に六月十七日シンガポアに出で，翌十八日同地出帆の伏見丸で，蹄途に

就き，七月一日富戸に蹄着しナこ．

　此の観測族畑中，野村徳七氏及び野村合名會肚南洋事業部の人々，農園

支配入Van　Ditmars其他農園の同胞kちの與へられた深甚なる御厚意を感

謝する．


